ノーベル助成事業 事業内容確認シート（申請者記入）
１．事業目的
 ① 現在どのような課題がありますか。
（例：担い手不足、活動記録の散逸、平和学習機会の減少など）




② その課題を解決することで、どのような状態を目指しますか。
（事業終了後に期待する成果を記載してください）




２．対象者
① この事業は主に誰を対象としていますか。



② 対象者は何人程度を見込んでいますか。



３．事業手法の妥当性・強み
① この手法が最適であると判断した理由は？




② 他の同種の事業との違いは何ですか（強み）





４．成果物について
※記念誌、冊子、DVD、映像、ホームページ等の成果物がある場合のみ記入
① 成果物の内容を具体的に記載してください。
	項目
	内容

	成果物名
	

	作成部数・数量
	

	仕様（ページ数・時間等）
	



② 成果物の配布先・活用先を具体的に記載してください。（配布先・数量）



③ 配布後、どのように活用していただく予定ですか。




５．継続性・公益性
① 助成終了後も事業は継続しますかまたは、活用しますか。
（記入欄）
□ 単年度のみ　　□次年度以降も実施・活用予定

2  今後の展開計画





3 継続して事業を展開する場合次年度以降どのような手法で行いますか
□財源不要　□財源必要（想定している財源：　　　　　　）
例：企業からの協賛金、クラウドファンディングによる寄附金等




4  この事業はどのように（手法）広く村民へ還元されますか。




７．予算確認
①10万円以上の経費がある場合は記入
	経費項目
	金額
	必要な理由

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



②自己負担額については他の補助金を活用する予定ありますか。（二重補助不可のため）
　□活用予定なし　□活用予定あり
　
８．ノーベル基金との関連
 ①本事業が「読谷村ノーベル平和賞を夢みる村民基金」の理念にどのようにつながるか記載してください。
· 国内交流・国際交流・文化交流及び村又は各字地域の人材育成に関すること。
· 地域の伝統芸能と歴史の保存に関すること。 
· 地域福祉活動の支援及び健康増進に関すること。 
· 地域特産品の開発・起業及び産業の振興に関すること。
· 環境美化と景観保全に関すること。
· 平和創造活動及び沖縄戦の資料の収集に関すること。 
· 総合計画に基づく地域振興に関すること。
· その他条例第２条の目的に沿う事業（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②どのように関連するか具体的に（記入欄）






最終確認
以下を確認し、チェックしてください。
□事業目的が明確である　　　　　□事業内容が具体的である
□成果物の活用方法が明確である　□予算積算の根拠を説明できる
□ノーベル基金の理念との関連を説明できる　□広く村民へ還元される事業である　　
□特定個人の利益を目的とした事業ではない　　　
□申請書・収支予算書・企画書・見積書一式そろっていますか。　
